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作品集 1999年 JUNJI KONISHI 翻訳 

 

RMIT大学美術・デザイン学部美術科金属工芸  

カーリア・マキガワ主任教官からの紹介序文  1 999年オーストラリア 

 

序文 

 

ジュンジ・コニシは、9年間 RMIT大学、金属工芸科で大学院の研究を終える学生としてだけではなく教師と

して友達として、非常に多くの学生およびスタッフと関わってきました。 

ジュンジは、学生としてだけでなく仲間として、知識および経験を通し、親切で、プロフェッショナルなクラフトマ

ンでありました。 

 

彼のエネルギーおよび彼の創造への熱意は RMIT に多年に渡り大きな影響与えてきました。そして彼が日

本へ戻るときはとても寂しくなります。 

ジュンジは、制約された機能的な銀工芸の中、彼の作品の中に、彫刻的要素を組込む方向性を紹介してきま

した。 

 

彼は、オーストラリア内で大きな展示会を開いてきました。また、オーストラリアから作品を海外展で紹介す

る多くの展示会に選ばれています。 

ジュンジが大学に関わった期間、RMITにとっても大きな利点がありました。 

 

彼は日本の大学との交流関係のサポートを続けており、違う文化とのこれらの関係を形成する複雑さを理

解する際に、私たちの知識と意識を向上させることに尽力しました。 

 

私たちおよび金属工芸プログラムは日本の大学にRMITの紹介や広報を行ったジュンジの貢献を非常に評

価しています。 

 

彼の貢献に感謝し、今後 RMITへの積極的に支援を続けることを望みます。彼の祖国の他の大学との交流

プログラムを発展するよう努力を続けます。 

 

私は彼の業績とともにジュンジ・コニシを祝福し、彼の大成功を今後祈るとともに期待しています。 

 

カーリア・マキガワ 

主任教官 

美術科金属工芸専攻 

                                                           RMIT大学 

                                                         オーストラリア 
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作品集１９９９年 JUNJI KONISHIオーストラリア 翻訳 

RMIT大学 美術・デザイン学部 美術科 金属工芸 

レイモンド・ステビンス教授からの紹介文  １９９９年 オーストラリア 

紹介 

 

ジュンジ・コニシの RMIT での博士課程までの進展は芸術家、研究者および学者として彼の独特な経歴を

磨きました。 

10年間の集中力および修練は、私たちの最初の外国人学生として、大学院研究課程の金属工芸の分野で学

士オナーズ、修士課程、博士課程を完遂し、例外的な実績を証明しました。この間に、彼は、オーストラリアと

日本の両方で最高ランクの研究者としての評価を得ました。 

 

彼の博士課程中に達成された著名な業績の例はキャンベラの国会議事堂での展示会、ビクトリア州国立

美術館「セシリー&コリン・リグ賞展示会」およびアジアリンクがイニシアチブをとり、オーロラ展の名で東南アジ

アの国々で展示会が披露されオーストラリアの文化的優良性を海外から認識されるに至りました。 

大阪で開催された国際デザイン展で、オーストラリアからジュンジがノミネートされたこと、青森県において建

築規模の彫刻モニュメントを制作したこと、24 キャラット純金容器の創作にも挑戦したことなどが挙げられま

す。 

 

ジュンジは、普遍的に伝達可能な視覚的言語を作り出すために日本・西洋の文化から本質的なデザイン要

素を引出し融合するこつを巧みに習得しました。 

さらに金属工芸と彫刻の要素を交換し統合しようと努力した彼の研究計画のその姿は、曲面的および非対称

形に向き合う中、東洋の考えに基づき、彼の言語の中で豊富な個々の芸術的同一性を得て発展しています、 

エレガントな形と彼の精巧な技量および制御は、オーストラリアでジュンジの滞在の間に創作された作品が表

しています。 

しかしながら、それは、芸術家、教育者、特待生、そしてスタッフとしての個人的、専門的レベルであります。 

 

彼が東京を去り時オーストラリアに到着する際、ジュンジは既に出来上がった芸術家および教育者でした。

学生と容易に知識を共有し自分のユニークな多文化的な経験を供給することなど彼は、知識と技術で非常に

利他的であると分かりました。彼の快活性および品格は自然に彼を工房において人気者にしました。 

デザイン問題を解決する場合の彼の執着、機能の制約に対する創造性のあるアプローチおよび彼の勤勉さ

は、彼の仲間の中からも高い評価を得ました。 

 

このような特質は彼の将来に向けて素晴らしい兆候だと思います。 

外交家、芸術家および教育者ジュンジとして様々な分野で働くことは、過去十年間に日本とオーストラリアの

関係を向上するために大きな貢献をしました。 

私は、RMIT の金属工芸プログラムに彼が顕著な貢献したことに対し、特に感謝するこの機会を与えられたこ

とを歓迎します。 

 

ジュンジの日本とオーストラリアにおける同僚は、彼の多くの業績を祝うことは大きな喜びです。 

私たちは、次の段階に向けての彼に期待し、彼の成功を聞くことを楽しみにしています。 

レイモンド・ステビンス教授 

美術科金属工芸専攻 

RMIT大学 

オーストラリア 


